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稚苗稲作におけるウレタン育苗に関する試験

立野喜代太・松尾恒喜

　稚苗移植栽培では，現在マワト苗と紐苗の2つの異なった育苗方式が存在し，それぞれに適応し

た田植機が市販されている。両育苗法には，それぞれ育苗上，または植付け作業上の長所や短所を

含んでいるが，紐育苗では特に，植付途中で紐が切断しないことが作業能率を高める上で是非とも

必要である。そのために，あらかじめ播種床に補強材を埋設したり，根のからみを良くするための

水管理に特別の注意をはらうなどの考慮がなされている。しかし，農家で育苗されたものの中には，

根のからみが不充分であったり，紐の澄り返し部分が田植機とうまくかみ合わないために紐切れが

はげしく，そのために作業能率が上ら旧い場合がある。ウレタンを育苗床材として使用しはじめた

のは，このような紐切れを防止するために考えられたものであるが，一方，育苗床材としての土が

大量に必要であるため，ことに共同育苗施設などでは特に土の不足が目立つようになったことから，

床土にかわる新しい育苗床材として評価されるようになった。このような現状にあって，ウレタン

で稚苗を育成するためには，どのような技術的な対応策が必要であり，その結果，水稲種子の発芽

や初期生育がどのように影響されるかなどに関して2，5の試験を行なった。

1

◎

（1）

（2）

（5）

（4）

（5）

ウレタン播種床での覆土の厚さが水稲の発芽，生育におよぼす影響

材料および処理方法

供試ウレタンフォーム

〃覆土

〃品種．

種子　消　毒

播　　　　　種

（6）管 理

（7）処　理　方　法

ブリヂストンタイヤKK製

壌土（5～4π媚のフルイに通したものを使用）

レイホウ（西海100号）

ウスプルン1．000倍液にて6時間処理

昭和45年5月31日，約1ππ芽を切った程度の催芽種子を約

0．454／1箱あて，ダイキン式播種覆土機（SM－1型）にて

播種

比較的低温の時期にあったので，育苗全期間を通してガラス室内

にて育苗。催芽時は30℃前後に保ち，緑化期診よび硬化期は

20～25℃程度を保つ様に外窓を開閉して温度の調節を行なっ

た。播種床施肥澄よび追肥は，この実験では行なわなかった。

覆土の厚さ1～2ππ区，5～4鋸π区，6～8ππ区の5処理区とし

たo
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◎　結　　　果

　（1）発芽におよぼす影響

覆土の厚さ 1～2　ππ 5～4π彿 6～8　ππ

発芽（出芽） 発芽不揃 発芽揃 発芽遅延

の状況 発芽（出芽）時に覆土面 適当である 約2日の発芽（出芽）遅延が

に種子が浮上してころび 認められ，その後の生育に影

苗を生ずる個体が多い 相する。

註）

　　　註）ころび苗がひどい場合は灌水後さらに覆土を1～2刎π程度ほどこすと，その後の生

　　　　育は斉一で5～4π噸土区とほとんど差がない。

（2）生育に吾よぼす影響

覆土の厚さ 1～2ππ 5～4ππ 6～8笏π

草　　　丈　　（侃） 6．14士0．808 6．64士0．700 5．67士0．754

CV 15．16 1a54 12．95

葉　　　数　　（枚） 1．91士0．165 1．89土［L172 1．55士〔L221

CV 8．53 910 14．44

地　上　部　　（Tmg） 458 464 477

地　下　部　（Rmg） 656 657 659

種子部（籾殼を含む） 1，219 1，115 1，250

T／R　　　　率 0．67 0．71 0．72

※草丈および葉数は100個体について，播種後20日目に調査した結果である。CV

　はその変異係数（Coefflcient　of　variability）である。（附表参照）

　地上部，地下部，種子部の乾物重は，同じく20日苗について1～2〃π覆土区では520

　個体，5～4ππ覆土区では525個体，6～8ππ覆土区では440個体の調査結果を

　100個体当りの乾物重に換算して示したものである。

◎　要　　　約

（1）ウレタン播種床での覆土の厚さを5～4ππにした処理区は発芽揃いが最も良好である。1～

　　2ππの覆土では発芽した種子が覆土面に浮上して「ころび苗」を生ずる場合が多く，これらの

　　個体は水分や養分の補給が充分でないために，その後の生育が不良となり，全般的に生育むら
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　　　　を生じ易い。また，6～8ππの覆土では約2日程度の発芽（出芽）の遅延が認められる。

　　　（2）播種後20日目の調査では，覆土の厚さ5～4鋸π区が，草丈の伸長は最も良好で，しかも斉

　　　　一である（CV，10．54）。6～8ππ区は出芽遅延が影響して，育苗期間中に充分な伸長が

　　　　みられない。1～2π加区の草丈の伸長には，個体間にむらがあって（CV，1516），平均

　　　　値では3～4ππ区に比較して，いく分国っている。

　　　　　葉数の展開は1～2鋭π区が最も速かであるが，3～4ππ区と大差はない。6～8彿π区では明

　　　　らかに遅延が認められる。

　　　（5）地下部（根）の乾物重は3処理区とも大差ないとみて良い。一方，地上部は覆土の厚さ（量）

　　　　に比例して乾物重が増加している。従って，田／R率は地上部の乾物重の重いものほど大きく

　　　　なっている。種子重は5～4籠π区が最も軽く，胚乳が多く消尽したことを示している。

　　（4）以上の結果を総合して判断すると，ウレタン播種床での覆土の厚さは3～4鋸π程度が適当で

　　　　あると考えられる。

（附　　表）

草 丈 （20日苗．ππ）
覆土の厚さ

28　50　52　54　56’38　40　42 44 46485052 5456586062 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82

＼●！

1～2ππ 1　　　　　　　　1　2 1 1　2　1　5 5　6　8　7　14 11 10 騰 7 4 1

一
5～4ππ 1　2　2 2　4　3　8　8 8 10 15 11 9 5 8 5 1

一

6～8〃π 1 5 5　5　109 15　9　8　7　11 6 4 4 1 5 1

一

※数字の下に施したラインはモード（mode）の位置を示す。

H　ウレタン播種床が水稲苗の生育に及ぼす影響

◎　材料および処理方法

（1）供試ウレタンフォーム

（2）　〃土壌（泥水）

（3）　〃品種

（4）種子消毒

（5）播　　　　種

（6）管 理

ブリヂストンタイヤKK製

壌土（5～4π尻目のフルイに通したものを使用）

レ’イホウ（西海100号）

ウスプルン1．000倍液にて6時間処理

昭和45年4月11日，・約拡π程度の催芽種子を約0．45《／1箱

あてダイキン式播種覆土機（SM－1型）にて播種

比較的低温の時期に試験を行なったので，育苗全期間を通してガ

ラス温室内で育苗した。催芽時は50℃前後に保ち，緑化期澄よ

び硬化期は20～25℃程度を保つ様に外窓を開閉して温度の調
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節を行なった。播種床自体の影響を明確にする目的で，追肥はこ

の実験ではあえて行なわなかった。灌水は充分に行なった。

（7）

◎　結

播種床処理方法

処理区　　　　　　　処　理　方　法

Control（従来の土育苗による播種床とする）

ウレタン（灌水，播種」ムラ直し，覆土）

　〃　　（播種，灌水，覆土）

　〃　　（液肥，播種，ムラ直し，覆土）

　〃　　（泥水十液肥，播種，ムラ直し，覆土）

　〃　　（泥水，播種，ムラ直し，覆土）

註）処理4の場合　（1）住友液肥2号　　2．000倍液

　　　　　　　　（2）　　　　　　　〃　　　　　　　　1．0　0　0　　”

　　　　　　　　（5）　　　 〃　　　　　500〃

　　を充分にウレタンに浸して播種した。

註）覆土の厚さは各処理とも5～4㎜とした。

果

（1）草丈澄よび葉数

処理区 草　　　　　丈 CV 葉　　　　　数 CV
1 8．45士0．567 6．71 2．27土0．139 6．12

2 670士0．707 1〔L55 2．27土0．156 5．99

3 572士0．454 7：94 2．25±0．115 5．11

4 （1）

ZO6士0．629 8．91 2．26土0．137 606
〃

（2）

Z14士0．756 10．51 2．59±0．122 5．10

〃
（5）

7：58＝と0．429 5．66 2．25士0．121 5．58

5 7：65：圭0．604 Z92 2．50土0、155 674
’6

711土0．604 a50 2．25±：0．126 5．65

註）播種後25日目の草丈および葉数の調査結果で，サンプル数50個体の平均である。

　CV（Coefficient　ofマariability）は変異係数の意であるo
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（2）乾　物　重

処理区 茎葉重（τ） 帳重㈹ 計 胚乳残存重 T／R率

1

　　㈲α769 　　㈱0，558 　　㈲1，507 　　㈲0，118

宝45

2 0，657 a511 t168 α091 1．29

5 0，579 a496 1，075 a241 工17

4　（1） 0，819 0，702 1，521 0，048 1．17

〃　（2） a795 α625 1，420 α055 1．27

〃　（5） a752 a677 1，429 巳051 1．11

5 0，795 a795 t590 0，035 1．00

6
， 0．725　． 0，602 1，325 ao62 1．20

註）播種後25日目の調査結果で，100個体当りの重さで示す。

　　T／膵は茎葉重（Tレ樋（指値で示す。

（5）発根力の調査

　　発根力の調査は，処理区t　Contro1（土育苗による播種様式），処理区2．（ウレタン

　播種床，灌水，播種，ムラ直し，覆土），および処理区4（5）（ウレタン播種床，液肥500倍

　液浸，播種，ムラ直し，覆土）の3処理区を調査対象として，夫々の区から抽出した稚苗（25

　日舞）を下図に示す様な処理をほどこして，その後の発根力の調査を行なった。

　　　　　　　　　　　処　　理　　の　　方　　法

B
処理区 A C

（1） （2）

処
　
理
　
の

バ
ノ

だ
＼
盈
＼

～
㍉
1
，
．
，
ゴ
シ
…方

　
法 辮 o　　　一　　　一　　　　一　　　　一

梭鼈鼈

ﾐ
曹

輸

｛
～
き

説
土またはウレ’タン 籾をつけたま．㌧の状 籾をつけたままに 籾および根部を全

付のま＼10β加四 態で根部を5～4π郷 して根部は全部切 部切除して植付け

明 角のブロックを作 程度のこして切断し， 鎖して植付ける る

って植付ける 植付ける
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区　　』 処　理 最長根長（6〃z） 発　根　数（本） 草丈の伸長　（侃）’

1 A
B
　
（
1
）
B
　
（
2
）
C

582　士　　0．91

ｳ59　±　　〔L88

T52　士　　1．55

Q．50　土　　0．75

45　＝』　集6i5

T7　士　0．33

T．5　±　1．82

S6　±　1．15

8．19　士　0．38

y93　±　0．48

W．17　±　0．44

W．06　士　〔L58

2 A
B
　
（
1
）
B
　
（
2
）
C

419　土　　0．82

T．25　士　　1．1ろ

S28　土　　0．96

S27　：士　　1．16

5．8　士　エ24

U．2　＝ヒ　t25

T6　土　0．94

S．8　土　〔L82

6．21　士　0．32

U82　士　0．51

U．57　±　0．59

U．51　土　0．43

4（5） A
B
　
（
1
）
B
　
（
2
）
C

594　土　　1．44

T．18　＝』　　t12

T15　士　　1．15

T19　±　　1．15

4．6　±　〔L94

U．3　土　エ49

T。7　±　亀55

T－0　±　0．94

Z51　±　0．26

W．11　士　0．64

X46　士　0．46

V92　士　0．55
営

註）　サンプル数10個体の平均である。

　　　埴壌土の植付床に植付後5日目の発根，または伸長根を調査し，最長弓長，夢よび発

　　根数（新根の発生，または伸長している根を発根した数として調査の対象とし，処理後

　　そのま＼の状態で伸長しないま㌧のものはこれを無視した）を調べた。

◎　要　　　約

　（1）草丈の伸長は1（contro1）が最も良好で，5が最も劣る。ウレタン紐に液肥を浸潤させ

　　た4区では草丈の伸長が良好で，特に泥水と液肥とを混合したもので浸潤させたウレタン区5

　　では伸長が特に良好である。また，泥水のみの浸潤でもその効果が認められる。灌水とムラ直

　　し，またはムラ直しのみの2，澄よび5では草丈の伸長が他の処理区にくらべて悪い。葉数は

　　各処理間の差が最も著しい場合で，約0、1枚程度で，顕著な差異は認め難い。

　（2）茎葉重は液肥施用区4，および液肥十泥水浸潤区5が重く，Contro1区1がこれに次ぎ，

　　6（泥水浸潤区），さらに2，5の順に軽くなっている。一方根重は液肥十泥水浸潤区5が最

　　も重く，液肥浸潤区4の各処理が，これに次ぎ，さらにContro1　1，泥水浸潤区6，処理

　　区2と軽く，処理区5が最も軽い。乾物総生産の最も多いものは5で，次いで4の各処理が全

　　般的に高い価を示している。Contro11は乾物総生産において必ずしも高い価を示さない◎

　　処理区2診よび5は劣る。T／R率はウレタン育苗はC。ntr・1に較べてその値が低く，茎
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　葉の発育に対して，根部の発育が一般に良好であることを示す。特に処理区5の様に泥水を浸

　潤させたウレタン区で，その傾向が顕著に示された。

（5）最長弓長はウレタン育苗の2澄よび4区が1Contro1（土育苗）に比較して長い。特に

　G処理（籾と根部を全部切除）の場合，土育苗で根の伸長が特に悪い。全般的にみて，各処理

　に澄ける最長根回はA処理ず最も長く，　次いでB（1）処理が，さらにB（2）処理がこれに次ぎ，

　C処理が最も短い傾向があるが，B（1）処理がA処理をしのいだ場合もある。発根数はウレタン

　床の2澄よび4（3）がContro11よりも優っている。ウレタン床の2と4（5）区間の優劣はこ

　の結果からた9ちに，これを判定することは出来ない。また，処理間ではB（1）処理が最も発根

　数が多く，B（2）処理がこれに次ぎ，　A処理とC処理との間では区間で多少の変動が見られ，

　両者の優劣の判定が困難iである。さらに，処理期間中の草丈の伸長をみると，処理直前の草丈

　とほとんど変化がみられない。むしろ，測定値では処理時に測定した数値よりも小さい値を示

　したものもある。

（4）以上の結果を総合して判断すると，液肥と泥水を混合したものか，もしくは液肥のみを浸：潤

　させたウレタン床では明らかに草丈の伸長に効果があり，泥水のみの浸潤でも効果が認められ

　る。これらの処理では茎葉重澄よび根重とともに重く，ことに茎葉重に対して根部の発育が良

　好であるため，植付後の活着が優れている。最長根張や発根数の調査結果も，このことを裏書

　きするものであるo

皿　ウレタン播種床に誇ける水稲苗の生育に澄よぼす追肥の効果

◎　材料および処理方法

（1）………・・掴）　　　前の2つの試験に同じ

（5）播　　　種　　昭和45年，5月18日播種，約1加π程度催芽した種子を約α45君／1箱

　　　　　　　　　　あてダイキン式播種覆土機（SM－1型）にて播種。

（6）管　　　　理　　前の2つの試験に準ずるが，追肥は（7）でのべる様に前後5回液肥（住友

　　　　　　　　　　液肥2号）を施用した。

（7）播種床澄よび

　　追肥の処理

播種床処理　　　追肥（基肥）処理

　　　　　14日目縄び18日目の3回，500倍液で1．5ろ／1箱　　　　1

類を十一
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　　　　　　　　4信）’

　　　　　　　　5
　　　　　　　　6
　　　註）播種床の処理方法は前試験の場合と同一である。

◎結　 果

（1）草丈の伸長（砺）

処　理 7　日　苗 10日苗 15日苗 20日苗
1 5．68土　0．59 8．24　士　1．02 10．21＝』　0．85 10，68士　0．68

2 585　±　〔L39 4．84士　0．66 7：84　±：0．42 7：99　±　0。56

5 乙80　士　0．46 4．70土　0．74 Z81士　0．55 787　±　0．44

4　（1） 3．82　土　0．40 5．21±　0．49 Z85　土　0．50 8．59　土　0．41・

〃　（2）
587　±　0．30 5．03　士　0．40 7：86　土　0．59 8．49　士　0．34

〃　（3）
4．18　士　0。40 500±　0．52 Z94　土　0．50 8．66　±　0．63

5 4コ0　±　〔L54 617　士　α64 920　土　0．64 958　±　0．66

6 4．27　士　0．58 6．66　土　0．51 8．80±a45 908　土　0．49

（2）葉数の増加（枚）

処理／　7日苗 10日苗 15』喆c 20日苗
1

2

5

4（1）

〃（2）

〃（3）

5

6、

1．18’

}α10
1．00土　一

1．00士　一

1．00士　一

1．00士　一

1．00＝L　－

1．06　土　0．08

1．04　士　0．07

1．75 ＝』　0．13

1．42　＝」　0．18

1．28　士　0．17

1。44　＝』　0．14

1．46　士　0コ1

、t54士α45

1．64　士　0．11

1．60　」＝　0．10

2．12　＝』　0コ1

2．08　＝』　　0．13

2．18　＝圭＝　0．22

229　＝』　0．18

2．20　＝』　　0．17

2．25　」＝　0．15

2。48　＝』　　0．21

2．51　＝』：　0。16

253　＝と：　0．22

2．60　土　 0．25

2．64　＝と二　〇．25

2．70　＝』　　0．15

2．64　＝圭＝　0」2

2．62　±　0．11

2．70　＝』　　0．11

2．68　＝ヒ　　0．11

註）草丈澄よび葉数の調査結果は，任意に抽出したサンプル50個体の平均値で示す。
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（5）第1葉鞘長（o〃z）

処　理 1　5　日　苗 2　0　日　苗 増　　　　分

1 乙79　士　0．55 575　土　a52 一

2 2．91　士　0．31 2．94圭　0・3、1 十〇．02

5 2．71　±：0．16 2．69　±　〔L22 一

4　（1） 2．69　士　α20 2．86　土　0．20 十巳17
〃　（2） 2．77　土　〔L31 2．84　＝と　0．18 十〇．07

〃　（5） 2．75　士．0．22 2．85　±　0．21 十〇．08

5 2．97　±　0．25 3．17　土　0．27 十a20
6 501　土　0．29 503　士　0．26 十〇．02

　　　註）第1葉鞘長とは第1本葉の葉鞘長を示すもので，数値はサンプル数5．0個体の平均で

　　　　毒る。増分とは20日苗の測定値が15日苗の測定値からの伸長増分をあらわす。

（4）乾物重（20日高）と閃／R率

処理
調　査
ﾂ体数

地上部（T） 地下部（R） 籾　　重 計 T／R　率

1 141 1572 679 702 2755 2．02

2 127 1080 829 632 2541 1，50’

5 149 1015 768 707 2488 1．52

4（1）’ 161 10591 729 665 2431 1．42

〃（2） 129 1062 758 685 2505 乳40

〃（5） 121 1076 800 757 2613 1．55

5 129 1165 759 593 2515 1．55

　「U 126 111ろ 750 55．6 2599 1．48

註）上表の測定値は左欄で示した調査個体数の秤量結果を100個体当りの乾物重（仰）に

　換算して示している。籾重とは内外穀を含んだ胚乳の残存重を示すもので，籾穀（内外

穀）100粒分の乾物重は約420㎎である。

（5）乾物重（20日苗）の器官別比率（％）

　　乾物の総重量を100とした場合の茎葉重（この場合葉重である），根重種子（この場合籾

　穀も含む）重など各器官のしめる重量パーセントで示した。
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註）サンプル数10個体の平均で，平均値のみを示した。植付後5日目の発根数と最長根

　長を示したものである。

◎　要　　　約

（1）ウレタン播種床での水稲の育苗期間に追肥を施すと草丈の伸長が認められる。温度や水分な

　　どと共に追肥の量や施用の回数を加減することによって，適正な草丈になる様育成することは

　　可能である。葉数の展開は施肥によってあまり変動しない形質であって，この場合，温度条件

　　がその遅速を決定する要因となろう。

（2）第1葉鞘長の伸びが15日より20日までにウレタン区では，な澄その増分が認められるこ

　　とは，第1本葉などの活力がいまだおとろえていないことを示すもので，土育苗における下葉

　　（第1本葉など）の枯れあがりが比較的に速いこととあわせ考えて注目に値しよう。

（5）育苗期間に追肥を施すと乾物重が増加する。ことに地上部の増加が多く，その結果，全般的

　　にT／R率が高められる。しかし乾物重の器官別の比率でみると，いまだ，土育苗の場合の地

　　上部乾物重に比較して劣り，地下部（根部）の乾物重が相対的に優っている。籾の乾物重は施

　肥壷（播種床浸潤施肥をも含む）の多いものほど重く，少ないものほど軽くなっている。つま

　　り，施肥量の多いものは胚乳の消費が少くてすみ，施肥量の少ないものは胚乳の消費量を豪き

　　くすることになる。

（4）追肥を施すことによって，根の活力が高められ，発根数や最長根心の測定値が増加する。ウ

　　レタン苗では土苗に比較して発根力に差異が認められない。従って，ウレタン育苗による苗の

　　活着は極めて良好であるo

IV　ウレタン使用による湛水露地育苗に関する試験

◎　材料澄よび方法

（り供試ウレタンフォーム

（2）供試　覆土

（5＞　〃　　品種

（4）浸種および消毒

（5）播 種

ブリヂストンタイヤKK製

育苗紙（仕切紙に育苗用ウレ’タン紐をセットしたもの），および

ウレタンシートに育苗用ウレタン紐を敷いたもの』2種類を使用

壌土（3鋸π目のフルイに通したものを使用）

ホウヨク

約20℃の水温で5日間浸種，ウスプルン1000倍液にて12

時間処理

昭和45年9月10日，七律籠程度の催芽種子を約0．454／1

箱あて，ダイキン播種機（SM－1型）にて播種
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（6）管 理 1部の処理区をのぞいては，育苗全期間を通して苗代で育苗した。

この試験は9月の高温，多雨の時期にあたり，しかも供試した種

子が昭和44年度産のもので，すでに発芽力がおとり，成苗歩合

の劣化が認められ，5～6月の育苗期間の環境や，種子の状態を

再現し得たわけではない。

湛水：常時湛水する方法はとらず，晴天の日はウレタン播種床が

ひたひたになるまで湛水し，その後減水するままの状態で，翌日

まで放置し，雨天の場合は灌水しなかった。

追肥：液肥（住友液肥2号）を500倍に稀釈して，播種後8日

目，12日目，および16日目の3回にわたり14／1箱あて，

ージョロで稚苗の上面から撒布施用した。

（7）露地育苗の方法

処 理 方 法

処理区
播　種　床 基　肥 覆　　土 湛水時期 雑草被覆の有無

1 育　苗　紙 十 2～3ππ 播種直後 十（4）

2 〃
一 〃 〃 十（4）

3 〃 十 〃 出　芽後 一（0）

4 〃
一 〃 〃 一（0）

5 育　苗　紐 十 〃 播種直後 十（4）

6 〃
一 〃 〃 十（4）

7 〃 十 〃 出芽　後 一（0）

8 〃
一 〃 〃 一（0）

9⊥
育　苗　紙 十 床面2～3魏π

｢土2～5π彿
播種直後 十（4）

註）基肥：液肥（住友液肥2号）を500倍に稀釈してウレタン紐に浸潤させた処理区に

　は（十），同処理を施さなかったものには（一）を附した。

　　出芽処理：播種し終えた育苗箱を55℃前後のガラス室内に搬入し，積重ねた育苗箱

　を濡れムシロで覆って出芽を促した。

　　雑草被覆処理：出芽後の緑化を順調に進めるために，また播種床の保水性を良好にす

るため，雑草を被覆して強い直射日光をさける処理を施したものに（十），この様な処

理を施さなかったものに（一）を附した。またO内の数字は処理日数を示したもので

ある。
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◎　試験の結果

　（1）発芽（出芽）および緑化の様相

ガラス室 発　　芽　（出 芽） 緑化の進み
処理区 始一揃い

搬入日数 始　め 揃　い （播種後5日目）

1 0 播種後2日目 播種後4日目 2 遅　い

2 0 〃 4 2 〃

3 5 〃 5 1 早　い

4 3 〃 5 1 〃

5 0 〃 4 2 遅　い

6 0 〃 4 2 ”　　．

7 5
〃

5 1 早　い

8 3
〃

5 1 〃

9 0
〃 4 2 遅　い

　　註）処理区5，4，7論よび8については，出芽後ガラス室から苗代へ搬出した時は曇天

　　　であったので，あえて雑草の被覆は行なはなかった。

　播種後，出芽までの期間をガラス室に搬入した区は発芽が斉一で，発芽（出芽）始めより発

芽（出芽）揃いまでの日数が短かくて，約1日を要したにすぎないのに対して，播種後ただち

に露地湛水条件下にうつした区はいずれも出芽始めはほとんど前者と同時（播種後2日目）で

あったにもか＼わらず，出芽の不揃いが目立ち，出芽始めより揃いまで約2日を要した。な於，

ウレタン播種床に液肥を浸潤させた区と無処理区との間には，出芽初期の様相に著しい差異は

観察されなかった。

　播種後ただちに湛水露地育苗にうつした区は播種床の上に雑草（主にメヒシベ，オヒシベな

ど禾本科雑草）を直接被覆して，直射日光をさける方法をとり，出芽揃いまでこの被覆をとら

なかった。一方，出芽までをガラス室に搬入して，出芽後湛水露地育苗にきりかえた区は雑草

の被覆を施さなかった関係もあって，播種後5日目の緑化の進み程度を観察すると，前者は遅

く，後者は早かった。

　播種後たゴちに湛水育苗を行なった区の発芽揃いが，出芽処理を行なった区に比較して，遅

れていることは，種子の出芽が不揃いであったことを意味している。出芽不揃いの要因として，

温度や湿度，さらには光などの諸条件が適当であったかどうかを検討しなければならない。ま

ず，育苗初期の外気温は平均25～25℃で，最高気温28。～50℃程度で，’ Kラス室内の
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　温度には吾よぱないが，出芽の揃いに強ぐ影響するとは考えられない。また，湿度については，

　水管理を充分に行なったので床面の乾燥は考えられず，また，湛水状態のまま常時育苗したの

　ではなく，減水させることも充分に考慮したので，過湿にゑちいった結果とも言えないQさら

　に，光は植物の伸長を適度に調節しながら，体を整える作用を持っているが，植物の伸長に対

　しては抑制的に作用する場合がある。稲の出芽，伸長に対してはむしろ抑制的な効果がある。

　従って，雑草の被覆が時に乱雑で，ムラがあったとすると，直射日光を直接うける床面が部分

　的に出来るわけで，この部分では出芽が抑制されがちとなり，出芽むらの要因を作りだす結果

　となる。さらに，発芽不揃いの要因として考えたいのは，植物相互間の影響力に関する

　Allelopathyの問題がある。つまり，ある植物がその器官からある種の物質を出して，

　まわりの植物の生育を抑制したり，または阻害したりすることがある。従って，雑草の種類に

　よっては，稲の出芽，伸長に対して，抑制的に，または阻害的に作用することも考えられ得る。

　このようなことから，被覆雑草の種類を1応吟味する必要があるのかも知れないが，今のとこ

　ろ想像の域を脱しない。

（2）草丈の伸長とそのばらつき

　　播種湿た讐ちに湛水状態で育苗した区は，出芽：処理を行なった区に比較して，出芽がかなり

　不揃いになることはすでにのべた通りであるが，草丈の平均値では，播種後たどちに湛水下で

　育苗した区の方が明らかに，出芽処理を施した区に較べて伸長が劣る。しかも，ウレタンにあ

　らかじめ液肥を浸潤させた区の方が無処理のものに較べて草丈の伸長が良好である。播種後

　11日目になると，草丈の伸長はさらに進展するが，7日目の結果とほぼ同様な傾向をいまだ

　認めることが可能である。生育がさらに進んで播種後15日目になると，もはや出芽処理や，

　播種床施肥などの処理区と，これに対する無処理区との間には判然とした差異を認めがたぐ，

　播種後20日目には処理間の差異が非常に少ない。

　　一方，変異係数は稚苗の生育が進むにつれて減少し，出芽の初期に憂慮された出芽不揃いに

　基因する草丈のばらつきも，生育が進むにつれて，次第に減少する傾向が明らかである（第1

　図参照）。

　　このような結果から，西南暖地での育苗には，必ずしも温室などの施設がなくても，播種後

　ただちに苗代：などの露地で育苗しても，出芽処理を行なった苗とほぼ同程度に伸長した草丈の

　ものを育成することが可能であり，草丈のぱらつきも育苗施設を使用したものとほとんど変ら

　ない苗が確保できる。勿論，早期栽培のように外気温が比較的に低い場合の育苗では苗立ちが

悪く，しかも不揃いになるので，その頃の育苗には加温をほどこす何らかの手段が考えられな

　ければならないのは当然であろう。
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処理区

1

2

5

4

5

6

7

8

9

平均

7日苗 11日苗 15日苗 20日苗

5．44　量＝　1．98

（56．4）

5．11　＝』　　1．60

（513）

971　ヨ＝　2．47

（25．4）

6．19　　＝』：　1．49

（24．1）

4．05　　＝」＝　1．20

（298）

4．84　＝ヒ　1．29

（26．7）

Z71士2．01
（26．1）

5．78　ヨ＝　1．23

（21．5）

5．70　＝』　’1．55

（26．8）

982　＝』　1．59

　（16．2）

906　：」＝　2．11

　（2乙5）

12．31　」＝　2．24

　（18．2）

927　＝L：　1．45

　（156）

905　＝と　2．13

　（2乙5）

8．74　土　2．09

　（2乙9）

10．98　＝と：　2．08

　（18．9）

8．79　＝L：　1．74

　（198）

8．65　　＝ヒ　2．59

　（50．0）

10．2’7　土　 1．64

　（159）

10．52　＝』　2．13

　（20．3）

11．95　土　1．90

　（15．9）

10．62　＝』　1．52

　（12．4）

10．87士　2．12

　（1～≧5）

．10．55　＝ヒ　1．89

　（18．0）

11．10　士　 1．59

　（14．5）

986　±　1．66

　（16．8）

1G。06　」＝　2．76

　（2Z4）

11．51　」＝　1．40

　（12．2）

10．94　土　1．17

　（1a7）

12．29　士　1．26

　（1α5）

11．57　±　 1．09

　（94）

12．07　；丑＝　1．07

　（8．9）

11．54　土　1．11

　（98）

1259　＝i＝　1．67

　（15．5）

10．95　＝｝＝　1．06

　（97）

12．85　＝｛＝　2．28

　（1Z7）

5．95土1．64　％5土2。00　10．64士1．89　1t18士1．55’
（28．1）　　　　　　　’（2工1）　　　　　　　（1Z8）　　　　　　　（11．5）

註）草丈の調査結果は，任意に抽出したサンプル50個体の平均値で示す。また，（　）

内に示した変異係数（C・V・）は上記測定結果より算出したものである。
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（5）葉数の増加とそのぱらつき

　　播種後ただちに湛水下で育苗した区は，出芽処理を施した区に較べて初期の葉の展開がいく

　分遅れる傾向がある。しかも液肥を浸潤させなかった区の方が，より展開の速度が遅い。この

　傾向は生育が進むにつれても，ほぼ同様であるが，処理間の差が拡大されることはない。

　　一方，変異係数は第2図でも明らかなように，生育が進むにつれて漸減の方向をたどるもの

　の，一定のリズムを澄いてその増減をくりかえしながら次第に減少ずる傾向がうかがわれる。

　播種後7日目の変異係数を各処理区の平均で示すと15．7％であるが，11日目ではわずかに

　5．9％にすぎない。しかし15日目になると再び10．0％とや、増加を示し，播種後20日目

　ではZ25％と再び減少している。
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処理区

1

2

5

4

5

6

7

8

9

平均

7日苗 11日苗 15日苗 20日苗

1．18　＝i＝　0．25

　（195）・

1．12　＝と：　0．25

　（20，5）

像．68　＝」＝　0．15

　（Z7）

1．19　＝』　0．28

　（255）

1．10　＝」　0．14

　（12．7）

1．18＝』 〔〕．16

　（156）

1．55　土　　0．24

　（15．7）

1．30　土　0．17

　（15．1）

1．25　＝1二　〇．19

　（152）

1．98±0．10

　（5．1）

1．92　±　0．19

　（99）

2．20　＝1＝　0．15

　（6．8）

2．01土0．10
　（5．0）

1。99圭0．0ウ

　（4．5）

1．99　＝」＝　0．12

　（60）

2．08　土　　0．12

　（5、8）

1．98土0．08

　（4．0）

2．03　土　　a15

　（6．4）

2．25士0．17

　（ス6）

2．26　土　 0．22

　（97）

2．46　＝｝＝　0．27

　（11．0）

2．18　土　 0．20

　（22）

2．20　＝』　0。21

　（96）

2．50　士　　0．29

　（12．6）’

238　＝』　0．25

　（10．5）

2．15　　＝』　　0．16

　（Z4）

2．41　土　　a30

　（12．5）

2．78　＝ピ　　0．18

　（615）

2．64　士　　0．18

　（6．8）

2．80士0．11
　（5｛9、）

2．77　＝と　　0．17

　（6．1）

2．74　士　0．17

　（6．2）

2．68　士　　a27

　（1α1）

2．80　＝ヒ　　0．20

　（z1）

2．55　＝ヒ　Oj　7’

　（67）

2．88　＝』　0．54

　（11．8）

1．28　士　0．20　　　2．02　＝』　0．12　　　　2・29　土　0・25　　　　 2．74　士　0．20

　（15．7）　　　　　　　　　　（　　5．9）’　　　　　　　　　　　（10・0）　　　　　　　　　　　　（　　Z5）

註）葉数およびその変異係数の数値は，任意に抽出したサンプル50個体の平均値，な

らびに算出した値を示す。
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第2図　葉数の増加と変異係数の推移
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　　　　　　　　　　　　葉　　　　　数　　（枚）

　　このような葉数の調査結果からしても，すでに草丈の項でのべたように，西南暖地では，育

　苗に際して温室などの特別な施設を施さなくても，露地でしかも湛水（または折衷）状態によ

　る極めて省力的な育苗が技術的に可能であることを示唆して吟る。

（4）葉鞘長　　　　　　　　　　　一

　　第1本葉の葉鞘の長さを20日苗について調査した◎その結果によると，出芽処理区が，

　中でも液肥をウレタンに浸潤させた処理区が他に比較してや㌧長い値を示しているほかは見

　るべき差異を認め難い。しかし変異係数では播種後た讐ちに湛水状態で育苗したものと，出

　芽処理を施したものとの間には差異が認められ，前者が後者に比較してその値が大きい。し

　かし，前述したように，第2，3……と葉位が進むにつれて，葉鞘長の処理問の差は解消の

方向をたどるものと予想される。
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処理区

平　均

葉鞘長　（碗） CV

5．45　±　0．54

3，70　＝L：　0．47

5．82　＝L：0．38

3．52　±0．50

5．37　土　0．56

5．51　＝と0．52

5．77　＝と　0．45

5．49　士　0．59

5．17　：」＝0．65

15－7

12．7

10．0

師
16．6

15．7

11．4

11．2

199

5．51　＝L　O．47 13．5

（5）葉，根重とその比率（T／R率）

　　各処理区ごとの乾物重の増加の過程を葉重と根重にわけて表示した。この表によると，生育

の初期では・出芽処理を施した区の方が播鰍償ち午財下で舗した区砒軌て・葉重・

　根三共に重いことが明らかで，しかも播種床に液肥を禄潤させた処理区の方が，無処理区に較

　べてや＼重い傾向がうかがわれる。しかも，その後の乾物重の増加を見ると，出芽処理を施し

　た区は播種後11日～15日目で二重や二重の増加量参最高に達し，その後は横ばいか，もし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　くは極めて小さいのに対して，播種後た讐ちに湛水下右育苗した区は播種後20日にいたるも，

処理区
7　日　苗 11日苗 15日苗 20日苗

R T R T R T R
1 555 202 788 520 951 720　　　1．052 1，072

2 540 196 751 486 925 646　　　　995 1，184
3’ 515 556 1，058 685 1，090 850　　1．047 866
4 591 249 650 657 791 752　　　　949 819
5 291 208 688 576 827 577　　　　984 744
6 524 246 686 568 855

667．　　　926　　　’

671
7 474 521 877 596 976 917　　　　985 866
8 452 277 705 565 771 800　　　　799 744
9 552 179 758 580 925 802　　1．036 785

平 均 584 246 767 579 896 748　　　　999 861

註）上表の測定値は調査個体数（150～250個体）の異なる乾物重（T：葉重，R：
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導爆）の秤量結果を100個体当りの重さ（叩）に換算して示してある。

な誇乾物重の増加が認められ，もはやこの時期に幽いては両処理間の差が明白でなく，かえっ

て出芽処理区に比較して増加している場合がある。ことに，根重に関してはいずれも，播種後

たどちに灌水育苗した区の方が優っている。

処理区

平　均

7　日　苗 1『1日野 15日苗 20日置

1．75

1．75

1．55

1．57

1．40

1．52

1．47

1．56

1．85

1．52

1．50

1．52

0．99

1．20

1．21

1．47

1．24

1．51

1．29

1．45

1．28

1．05

1．45．

1．25

1．06

0．96

1。15

0．96

0．84

1．21

1．15

1．32

「．58

1．14

1．07

1．52

1．58 1．35 1．21 1．20

註）T／R率は茎葉の乾物重の比率で示す。

　　上表は葉重と根重との比率を示したものである。この表によると，育苗紙を使用した播種床

　の場合と，育苗シートにウレタン紐を敷いた播種床の場合との間に差異が認められる。すなわ

　ち，育苗紙で育苗した1，2，5および4の処理区では，生育初期のT／R率は高いが，生育

　が進むにつれて低下し，しかも低下の度合いが，播種後た讐ちに湛水下で育苗した区の方が，

　出芽処理を施した区よりも著しい。一方，育苗シートにウレ’タン紐を敷いた播種床の5，6，

　7澄よび8の各区では生育が進展しても，T／R率の著しい変化が認められない。ことに播種

　後たどちに湛水下で育苗した区は生育過程の如何によらず，ほぼ同様な数値を示している。し

　かし，出芽処理を施したものは生育の進展にともなって田／R率がいく分低下する傾向にある。

（6）結　　言

　　西南暖地に就いては，田植機械語用の稚苗を育成するために，育苗用温室などの特別な施設

　を用いて出芽処理を行なわなくても，暖地の温暖性を利用して，播種後たyちに露地で湛水（

　（または折衷）育苗することによって，経済的で，しかも能率的な方法で，充分に利用可能な

　稚苗を育成できるものと考える。なお，本試験は9月中旬に実施したものであるが，適期の育

　苗にお・いても，ほぼ同様な傾向が再現されるものと考えるo




